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鑑
定
筆
記
抄

（
一
）

―
小
杉
檻
郁
の
古
美
術
調
査
の
世
界
―

小
杉
租
椰

（
一
八
三
四
～

一
九

一
〇
）
は
、

「古
事
類
苑
」
の
編
纂

者
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
明
治
期
に
お
け
る
国
史
、
国
文
学
研
究

の
基
礎
を
築
い
た

一
人
で
、
幕
末
に
は
政
治
的
な
動
乱
の
中
で
幽
閉
さ

れ
る
運
命
に
も
見
舞
わ
れ
も
し
た
が
、
篤
学
の
士
と
し
て
後
に
は
東
京

大
学
や
東
京
美
術
学
校
の
教
授
と
な
り
、
帝
室
博
物
館
調
査
掛
と
し
て

全
国
の
美
術
品
の
調
査
に
も
大
き
な
功
績
を
残
す
こ
と
に
な
る
。
著
書

に
は

『有
職
故
実
」
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
紹
介
す
る

「鑑
定
筆

記
』
は
、
ほ
と
ん
ど
連
日
に
わ
た
っ
て
調
査
し
た
美
術
品
の
詳
細
な
記

録
で
、
租
郭
の
業
績
し
て
も
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
公
刊
も
さ
れ
な
い

ま
ま
で
あ
る
。

東
京
国
立
博
物
館
は
、
明
治
五
年
三
月
に

「文
部
省
博
物
館
」
と
し

て
湯
島
聖
堂
の
大
成
堂
で
博
覧
会
を
催
し
た
の
が
始
ま
り
だ
と
さ
れ
る

が
、
所
轄
を
変
り
な
が
ら
、
明
治
二
十
二
年
に
は
上
野
に
地
を
占
め
、

「帝
国
博
物
館
」
の
名
称
と
な
る
。
前
年
か
ら
岡
倉
覚
三
ら
に
よ
っ
て

臨
時
全
国
宝
物
取
調
の
事
務
が
官
内
省
か
ら
博
物
館
に
移
管
さ
れ
、

伊
井
　
春
樹

「古
寺
社
保
存
法
」
と
と
も
に
、
館
員
を
各
地
に
派
遣
し
て
全
国
の
美

術
品
の
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
つ
た
。
や
が
て

「帝
国
奈
良
博
物
館
」

（明
治
二
十
八
年
）
、

「帝
国
京
都
博
物
館
」

（明
治
三
十
年
）
の
開
設

と
あ
い
ま

っ
て
美
術
品
の
調
査
も
本
格
化
し
て
い
く
。
明
治
三
十
三
年

七
月
に
は

「東
京
帝
室
博
物
館
」
と
名
称
の
変
更
が
あ
り
、
翌
三
十
四

年
に
は
調
査
の
成
果
を
取
り
込
ん
だ

『稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
』
が

出
版
さ
れ
て
い
る
。

租
椰
の

「鑑
定
筆
記
」
は
現
在
天
理
図
書
館
に
蔵
さ
れ
、
和
綴
じ
本

で
八
冊
存
す
る
。
第

一
冊
目
の
表
紙
に
は
左
肩
に

「鑑
査
筆
記
　
一こ

と
す
る
題
察
が
押
さ
れ
、
右
端
に
は

「明
治
三
十
年
　
一二
十

一
年
　
一二

十
二
年
　
一二
十
三
年
」
と
打
ち
付
け
書
き
さ
れ
る
。
こ
の
冊
だ
け
外
題

を

「鑑
査
筆
記
」
と
す
る
も
の
の
、
以
下
八
冊
は
す
べ
て

「
鑑
定
筆

記
」
と
す
る
。
ま
た
、　
ヨ

こ

と
す
る
の
に
よ
り
、
こ
れ
以
前
に

「
一
」
と

「
二
」
が
あ
っ
た
は
ず
で
、　
一
冊
目
の
収
載
年
数
か
ら
す
る

と
、

「臨
時
全
国
宝
物
取
調
」
が
博
物
館
主
体
で
開
始
さ
れ
た
時
点
か

ら
記
録
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
第
十
冊
は
他
の
冊
と
は
違

っ



て
き
わ
め
て
薄
く
、

「鑑
定
筆
記
　
十
」
の
題
察
と
、
右
端
に

「
明
治

四
十
二
年
十

一
月
起
り
」
と
記
し
、
同
年
十
二
月
二
十
五
日
の
記
事
で

終
わ
り
、
後
半
は
二
十
丁
ば
か
り
自
紙
の
罫
紙
が
続
く
。
租
郁
は
翌
四

十
二
年
に
七
十
七
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
い
わ
ば
死
ぬ
直
前
ま

で
美
術
品
の
調
査
に
終
始
し
て
い
た
と
も
い
え
よ
う
。

第

一
冊
は
、

「
帝
国
博
物
館
」
と
印
刷
さ
れ
た
罫
紙
を
用
い
て
お

り
、
巻
末
に
は

「
六
月
三
十
日
限
帝
国
博
物
館
鑑
査
部
ノ
廃
止
」
と

し
、
第
二
冊
目
以
降
は

「東
京
帝
室
博
物
館
」
の
罫
紙
と
な
る
。
檻
椰

は
目
に
し
た
も
の
は
す
べ
て
詳
細
に
記
録
し
て
と
ど
め
よ
う
と
し
て
い

た
の
か
、
懐
紙
や
短
冊
で
あ
れ
ば
歌
を
メ
モ
し
、
添
状
や
奥
書
類
、
器

物
に
な
る
と
形
を
模
写
す
る
な
ど
そ
の
態
度
は
級
密
で
あ
る
。
展
覧
会

の
案
内
は
貼
付
し
、
付
箋
等
に
よ
っ
て
内
容
を
さ
ら
に
記
す
な
ど
し
て

い
く
。
た
だ
、　
一
度
に
大
量
に
美
術
品
を
調
査
し
、
し
か
も
清
書
し
た

ノ
ー
ト
で
は
な
い
だ
け
に
、
き
わ
め
て
判
読
に
困
難
が
と
も
な
う
。
本

人
も
汚
損
な
ど
で
読
め
な
か

っ
た
り
し
た
の
か
、
空
白
を
も
う
け
た

り
、
書
写
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
点
も
多
い
。
た
だ
、
明
治

の
こ
の
時
期
に
調
査
掛
と
し
て
鑑
査
し
た
だ
け
に
、
今
日
か
ら
す
れ
ば

貴
重
な
品
々
を
惜
し
み
な
い
ほ
ど
見
て
い
る
と
い
う
の
が
、
私
の
率
直

な
感
想
で
あ
る
。
調
査
品
も
大
半
は
仏
書
と
か
文
書
、
器
物
、
絵
画
な

ど
で
、
時
に
は
古
銭
と
か
古
銅
壺
の
よ
う
な
も
の
ま
で
目
に
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
。

本
来
は
、
租
郁
の
手
に
し
記
録
し
た

「鑑
査
筆
記
』
す
べ
て
を
翻
字

し
、
当
時
存
在
し
世
に
知
ら
れ
て
い
た
美
術
品
の
姿
を
再
現
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
あ
ま
り
に
も

膨
大
な
量
に
な
り
す
ぎ
る
し
、
私
は
そ
の
任
で
も
な
い
。
こ
こ
で
は
、

個
人
的
に
関
心
の
あ
る
、
中
古
中
世
の
国
文
学
に
か
か
わ
る
資
料
だ
け

を
抜
き
出
し
、
明
治
三
十
年
代
の
様
相
を
か
い
ま
み
る
こ
と
に
し
た
。

さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
考
察
も
加
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う

が
、
気
の
つ
い
た
も
の
だ
け
に
＊
と
し
て
以
下
に
メ
モ
を
加
え
た
。
私

の
読
み
間
違
い
も
多
い
で
あ
ろ
う
し
、
狙
郁
自
身
の
空
欄
も
存
す
る
の

だ
が
、
彼
の
筆
跡
の
判
読
で
き
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
□
を
挿
入
し

た
。
こ
こ
に
は
明
治
三
十
年
の

一
年
間
を
対
象
と
し
た
が
、
今
後
判
明

す
る
限
り
は
補
訂
し
て
い
き
た
く
思
っ
て
い
る
。
本
稿
に
翻
字
し
た
部

分
の
作
品
と
人
名
に
つ
い
て
は
、
簡
単
な
索
引
を
巻
末
に
付
し
た
。

な
お
、
翻
刻
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
天
理
図
書
館
に
深
謝
申
し
上
げ

る
。

（天
理
大
学
附
属
図
書
館
本
翻
刻
第
七
九
〇
号
）

（第

一
冊
明
治
三
十
年
）

三
十
年
　
一
月
八
日
　
　
宝
物
取
調
局
鑑
査

高
松
宮
御
蔵
品
之
内

珍
　
伏
見
院
農
翰
筑
後
切
　
雲
紙
　
頗
る
出
来
私
翰
状
の
□

円
融
院
の
―
　
　
国
家
／
重
宝

＊
表
紙
見
返
し
に
筑
後
切
を
模
写
し
た
紙
片
を
貼
付
す
る
。
な
お
、

こ
の
歌
は
拾
遺
集

（巻
十
七
、
雑
　
春
、　
一
〇
四
七
）
の

一
首
。
現
存

に
ナ
シ
。
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付
記
　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
現
存
す
る

「鑑
定
筆
記
』

の
第

一
年
目
の
う
ち
、
文
学
、
美
術
に
か
か
わ
る
記
事
だ
け
を
抜
き

出
し
た
。
本
来
な
ら
ば
、
記
事
す
べ
て
を
翻
字
し
、
筆
者
の
活
動
及

び
当
時
に
お
け
る
古
美
術
の
流
布
を
知
り
、
今
日
で
は
失
わ
れ
た
資

料
の
発
掘
を
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
膨
大
な
量
に
な
る
た
め
こ
の
よ

う
な
抄
出
で
紹
介
す
る
に
留
め
た
。
な
お
、
こ
れ
は
今
後
も
時
折
継

続
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

索
引
に
つ
い
て

以
下
に
、
記
事
に
見
ら
れ
る
人
名
や
作
品
名
を
抜
き
出
し
、
五
十

音
順
に
配
列
し
た
。

web公開に際し、翻刻は省略しました



人
名
索
引

（天
皇
、
女
性
名
以
外
は
音
読
み

に
よ
る
五
十
音
順
の
配
列
）

阿
仏

（四
月
十
二
日
）

安
信

（十

一
月
十
三
日
）

為
家

（四
月
十
二
日
）

伊
行

（七
月
八
日
）

為
重

（四
月
十
二
日
）

伊
川
法
印

（五
月
十
六
日
）

為
定

（四
月
二
十
六
日
）

逸
勢

（四
月
十
二
日
）

為
徳

（四
月
二
十
三
日
）

伊
都
内
親
王

（四
月
十
二
日
）

伊
房

（三
月
二
十

一
日

・
七
月
八
日
）

ヂ
祥

（二
月
二
十
七
日

・
七
月
二
十
二

日
）

永
範

（四
月
二
十
六
日
）

雅
経

（四
月
十
二
日
）

雅
親

（四
月
二
十
六
日
）

家
隆

（
一
月
三
十

一
日

・
四
月
十
二
日
）

貫
之

（
一
月
二
十
四
日

・
四
月
十
二
日
）

基
熙

（四
月
十
二
日
）

京
極
殿
↓
良
経

挙
時

（三
月
二
十

一
日
）

空
海

（三
月
二
十

一
日
）

元
信

（十

一
月
十
三
日
）

行
テ

（四
月
十
二
日

・
四
月
二
十
三
日
）

光
悦

（九
月
二
十

一
日
）

光
格
天
皇

（三
月

一
日
）

光
広

（二
月

一
日

・
四
月
二
十
六
日

・
七

月
六
日
）

高
枝
王

（十

一
月
二
十
五
日
）

光
信

（四
月
十
二
日

・
十
月

一
日
）

行
成

（
一
月
二
十
四
日

・
四
月
十
二
日

・

十

一
月
二
十
五
日
）

公
任

（三
月
二
十

一
日

。
四
月
十
二
日

・

七
月
八
日
）

後
光
厳
院

（
一
月
十
五
日
）

後
西
院

（三
月
十
六
日

・
九
月
十
四
日
）

後
醍
醐
天
皇

（二
月
二
十
七
日
）

後
伏
見
院

（七
月
二
十
二
日
）

後
水
尾
院

（
一
月
十
五
日
）

後
陽
成
院

（
一
月
十
五
日
）

嵯
峨
天
皇

（十

一
月
二
十
五
日
）

佐
理

（四
月
十
二
日

。
十

一
月
二
十
五

日
）

三
楽

（五
月
十
六
日
）

実
兼

（七
月
二
十
二
日
）

俊
成

（四
月
十
二
日
・
十
二
月
十
八
日
）

俊
忠

（
一
月
二
十
四
日
）

俊
頼

（
一
月
三
十

一
日

・
四
月
十
二
日
）

常
信

（二
月
十
日
）

常
房

（七
月
十
七
日
）

聖
武
天
皇

（二
月
二
十
七
日
）

時
頼

（
一
月
三
十

一
日
）

信
網

（四
月
十
二
日
）

西
行

（
一
月
二
十
四
日

。
三
月
二
十

一

日

・
四
月
十
二
日
・
五
月
十
九
日
）

正
臣

（四
月
二
十
日
）

正
宣

（三
月
二
十

一
日
）

寂
蓮

（七
月
八
日
）

尊
円

（四
月
二
十
六
日
）

尊
昭
親
王

（十
二
月
十
八
日
）

尊
朝
法
親
王

（四
月
二
十
六
日

・
十

一
月

十
五
日
）

宗
忠

（四
月
二
十
日
）

尊
鎮
法
親
王

（四
月
十
二
日
）

探
幽

（二
月
十
日

・
三
月
二
十

一
日
）

長
円

（四
月
二
十
六
日
）

通
俊

（七
月
二
十
二
日
）

-47-



貞
愛
親
王

（四
月
十
二
日
）

定
家

（
一
月
二
十
四
日

ｏ
二
月

一
日

・
四

月
十
二
日

・
七
月
六
日

・
七
月
二
十
二

日

・
十
月
二
十
五
日
）

定
信

（二
月
二
十

一
日
）

定
澄

（四
月
九
日

・
十
二
月
二
十
六
日
）

道
真

（四
月
十
二
日

・
四
月
二
十
三
日
）

道
風

（三
月
二
十

一
日

・
四
月
十
二
日

・

五
月
十
九
日

・
七
月
六
日

・
七
月
八

日

・
十

一
月
二
十
五
日
）

仁
和
寺
法
親
王

（
一
月
十
五
日
）

伏
見
院

（
一
月
八
日
）

政
子

（
一
月
三
十

一
日
）

明
尊

（三
月
二
十

一
日
）

容
斎

（三
月
二
十
日
）

養
川
院

（五
月
十
六
日
）

予
楽
院

（十

一
月
二
十
五
日
）

頼
寿

（四
月
十
二
日
）

良
経

（三
月
二
十

一
日
）

霊
元
院

（
一
月
十
五
日
）

作
品
名
索
引

秋
萩
帖

（四
月
十
六
日
）

綾
地
切

（五
月
十
九
日
）

石
山
縁
起

（二
月
十
六
日
）

伊
勢
物
語

（九
月
十
四
日
）

絵
因
果
経

（五
月
二
十
二
日
）

大
坂
切

（七
月
八
日
）

大
聖
武

（十

一
月
二
十
五
日
）

小
野
切

（十

一
月
二
十
五
日
）

桂
本
万
葉
集

（四
月
十
二
日
）

賀
陽
院
水
閣
歌
合

（三
月
二
十

一
日
）

寛
治
五
年
十
月
十
三
日
親
子
家
歌
合

（
一

月
二
十
四
日
）

巻
子
本
曽
丹
集
切

（三
月
二
十

一
日
）

熊
野
詣
記

（四
月
二
十
日
）

源
氏
物
語

（
一
月
十
五
日

・
七
月
八
日
）

源
氏
物
語
表
紙
絵

（十
月

一
日
）

源
平
合
戦
図

（十

一
月
十
三
日
）

高
野
切

（
一
月
二
十
四
日
）

古
今
集

（三
月
二
十

一
日

・
四
月
十
二

日
）

小
島
切

（五
月
十
九
日
）

後
拾
遺
和
歌
集

（七
月
二
十
二
日
）

後
撰
集

（七
月
八
日
）

古
筆
手
鑑

（二
月
二
十
七
日

・
五
月
十
九

日

・
七
月
十
七
日

・
十

一
月
十
五
日

十

一
月
二
十
五
日
）

斎
宮
女
御
集

（二
月
二
十

一
日
）

嵯
峨
本

（五
月
二
十
二
日
）

左
大
将
家
歌
合

（三
月
二
十

一
日
）

更
級
日
記

（四
月
十
二
日
）

三
十
六
歌
仙

（九
月
二
十

一
日
）

筋
切

（十

一
月
二
十
五
日
）

十
訓
抄

（十
月

一
日
）

釈
日
本
紀

（十
月

一
日
）

拾
遺
集

（
一
月
八
日
）

庄
園
譲
文

（
一
月
三
十

一
日
）

職
原
砂

（四
月
二
十
六
日
）

続
日
本
紀

（十
月

一
日
）

新
楽
府

（三
月
二
十

一
日
）

新
古
今
和
歌
集

（
一
月
十
五
日
）

住
吉
物
語

（四
月
二
十
日
）

寸
松
庵
色
紙

（七
月
六
日
）

大
安
寺
縁
起

（四
月
十
二
日
）

忠
度
百
首

（四
月
二
十
六
日
）

筑
後
切

（
一
月
八
日
）

中
右
記

（四
月
二
十
日
）

長
恨
歌

（二
月
十
日

ｏ
四
月
九
日
）



長
恨
歌
伝

（十
二
月
二
十
六
日
）

天
神
縁
起

（四
月
十
二
日
）

土
佐
日
記

（三
月
二
十
日

ｏ
十
月
二
十
五

日
）

萩
原
殿
三
十
首
和
歌

（四
月
二
十
六
日
）

広
沢
切

（七
月
二
十
二
日
）

方
丈
記

（五
月
二
十
二
日
）

本
阿
弥
切

（四
月
十
二
日

・
五
月
十
九

日
）

屏
風
土
代

（四
月
十
二
日
）

道
風
画
像

（四
月
十
二
日
）

冥
報
記

（三
月
二
十

一
日
）

文
徳
実
録

（十
月

一
日
）

好
忠
集

（三
月
二
十

一
日

・
五
月
十
九

日
）

朗
詠
集

（三
月
二
十

一
日

・
四
月
十
二

日

・
七
月
八
日

・
十

一
月
十
五
日
）

六
百
番
歌
合

（三
月
二
十

一
日
）

和
歌
三
神
の
図

（四
月
二
十
三
日
）

（
い
い

・
は
る
き

本
学
教
授
）

出
版
物
案
内

伊
井
　
春
樹
編

保
坂
本
　
源
氏
物
語
　
全
一
二
巻
別
巻
一
付
索
引
編
二
巻

（既
刊
一
一巻
）

（お
う
ふ
う
　
各
巻
一
人
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
）

本
文
研
究

者
証
・
情
報
。
資
料

第

一
集

（和
泉
書
院
　
一三
ハ
〇
五
円
）

松
尾
切

（源
氏
物
語
歌
集
）
考
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
井
　
春
樹

源
氏
釈
所
引

「源
氏
物
語
」
の
本
文
に
つ
い
て
　
　
渋
谷
　
栄

一

保
坂
本
源
氏
物
語
の
本
文
の

一
性
格
　
　
　
　
　
　
中
村
　
一
夫

陽
明
文
庫
本
源
氏
物
語
青
表
紙
本
系
本
文
の
仮
名
遣
い井

藤

コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
上
の
図
書
巻
末
索
引
の
自
動
作
成
　
谷
口

国
冬
本
源
氏
物
語
Ｉ

（翻
刻
　
桐
壺

。
言
木

・
空
蝉
）

伊
藤
　
鉄
也

・
岡
蔦
偉
久
子

古
代
中
世
文
学
研
究
論
集
　
第

一
集
　
　
　
　
　
（和
泉
書
院
　
近
刊
）

執
筆
者
　
山石
坪
　
健
　
　
　
佐
藤
　
明
浩
　
　
田
島
　
智
子

渡
会
　
敦
幸
　
　
堤
　
　
和
博
　
　
近
本
　
謙
介

中
本
　
大
　
　
　
阿
部
　
真
弓
　
　
滝
川
　
幸
司

中
原
　
香
苗
　
　
山
崎
　
淳
　
　
　
海
野
　
圭
介

川
崎
佐
知
子

伊
井
　
春
樹
著

成
尋
の
入
宋
と
そ
の
生
涯
　
　
　
　
　
（吉
川
弘
文
館
　
一
〓
ハ
七
八
円
）

成
尋
阿
閣
梨
母
集
全
釈
　
　
　
　
　
　
（風
間
書
房
　
一
四
四
二
〇
円
）

敏 幹
夫 雄
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